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リアルタイム笑顔度センサ 「スマイルスキャン ・

タブ レッ ト」を用いた笑顔度計測 に関す る研究

新潟医療福祉大学医療情報管理学科 ・高橋直樹

【背景】

笑顔は,そ の表出と認知が最も容易な表情の一つであると

思われる.心 理学的表情研究において,笑 顔の典型 とされる

デュシャン ・スマイル1)は,口 角が大頬骨筋によって後方か

っ上方に引っ張られるという筋活動しか関与しない.ま た,

自発的な笑顔には,眼 の周りの眼輪筋の動きを伴 うことが多

い.大頬骨筋と眼輪筋が同時に活動すると,頬が持ち上がり,

瞼が細くなる.こ のような笑顔の表出には様々なバリエーシ

ョンが存在し,心 理学的に,そ れら全てが笑顔 として分類さ

れるかどうかはさておき,日 常用語では,ど れもみな笑顔と

言われる.

本研究では,筆 者自身を表情表出の対象者として,オ ムロ

ン社製のリアルタイム笑顔度センサ 「スマイルスキャン・タ

ブレット」を用いて,笑 顔度を測定し,笑 顔に関連する顔面

表情を構成する顔の動きを探索する.

【方法】

顔 の動 きに関 して は,Ekmanら2)が 開 発 したFACS

(Facial　Action　Coding　System)を 用 いる.FACSは,解

剖学 に基づき,可 視的な顔面の動 きを記述するシステムであ

る.FACSで は,可 視的な表情筋の最小単位 である44個

のAU(ActionUnit)を 用い ることにより,ほ とん ど全ての

種類の表情を記述す ることが可能 になった.FACSの 開発

以来,多 くの表情研究者 らがFACSを 用 いた研究を実施 し

ている(高 橋 ら3)4)な ど).

【結 果 ・考察】

高橋 ら3)の 研究では,笑 顔 は 「AU6(頬 を持 ち上げる)

十AU12(口 角 を上げる)」とい うAUの 組み合わせによっ

て示 され,デ ュシャン ・スマイル1)と 一致す る傾向が見 られ

た.

そ こでまず,笑 顔を構成す るために最 も重要なAUと 考 え

られ るAU12に 着 目し,AU12の み を表出 して,ス マイ

ルスキャン ・タブ レッ トで計測 した ところ,笑 顔度85%～

95%を 記録 した.こ のことか ら,口 角を上げるだけでも,

十分 に笑顔を表出できることが確認 された(表1).

続 けて,AU6とAU12を 同時に表出 し,ス マイルスキ

ャン ・タブ レッ トで計測 したところ,笑 顔度100%を 記 録

した(表1).

これ らのことか ら,高 橋 ら3)の 研 究によって報告 された笑

顔 と,ス マイルスキャン ・タブ レッ トで笑顔度100%と 計

測 された笑顔 を構成す るAUの 一致が確認 された.

表1.顔 の動き とスマイルスキャン ・タブ レッ トの笑顔度

顔の動き 笑顔度

AU12(口 角 を上げる) 85%～95%

AU6(頬 を持ち上げる)+AU12 100%

【結論】

本研究では,オ ムロン社製のリアルタイム笑顔度センサで

あるスマイルスキャン ・タブレットを用いて,筆 者自身の笑

顔度を計測 してみた.そ の結果,FACSのAU12(口 角

を上げるという顔の動き)だ けでも十分に笑顔を表出でき,

AU12と 同時にAU6(頬 を持ち上げるとい う顔の動き)

を表出することによって,ス マイルスキャン・タブレットに

おける笑顔度100%を 達成できることが分かった.

今後,これらの知見に基づいて,学生や教職員らを対象に,

スマイルスキャン ・タブレットを用いた笑顔のトレーニング

を実施することにより,本 研究はより実践的な意味を持っよ

うになるものと思われる.

顔面表情とは,個 人の特性や状況的脈絡において形成され

る複合的な要素を含むものである.本 研究における最終目的

は,学 生や教職員らが社会生活等において円滑なコミュニケ

ーションをおこなうために,状 況や文脈に即した自然な表情

を表出する能力を養成する社会的スキル ・トレーニングを実

施することである.

したがって,筆 者は本研究の結果に基づき,様 々な対象者

に笑顔を構成する顔の動きを教示するとともに,そ れらの顔

の動きを用いた表情認知実験等を通 して,人 間が様々な社会

的状況や文脈に応じた表情表出 ・認知をおこなえるようにな

ることを目的とする社会的スキル ・トレーニングに役立つモ

デル構築を目指していきたい.
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